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石見国の範囲
（出雲市、飯石郡飯南町、広島県山県郡の一部も含む）
（元図：「島根県の位置と市町村」より、以下同
https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/seisaku/koho/kodomo/ichi.html）

石見国

• 石見国はおよそ島根県の西半分。

• おおよそ大田市・美郷町より西側
の地域（出雲市、飯石郡飯南町、
広島県山県郡の一部も含む）

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/seisaku/koho/kodomo/ichi.html


石見の地形

• 石見は全体に山がちで、
海や川沿いに平野や盆地が
点在する。

→・領主が割拠しやすい。

・山城は随所にある。



中世石見の八雄

吉見氏

（赤穴氏）• 石見では、一国を統一する
領主は現れなかったが、
点在する平野や盆地に有力
領主が割拠した。

• 特に有力であったのが、
益田氏、三隅氏、周布氏、
福屋氏、吉見氏、高橋氏、
小笠原氏、佐波氏の八氏

一部の家紋は「見聞諸家紋」
（国立公文書館デジタルアーカ
イブより
https://www.digital.archives.g
o.jp/das/meta/M10000000000
00051051.html）

小笠原氏

高橋氏

佐波氏

三隅氏

福屋氏

益田氏

周布氏

https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html


本報告の目的

• 本報告では

• 石見西部（およそ江津市や邑智郡以西。東部については目次
報告を参照のこと）の

• 中世史、特に南北朝時代と戦国時代の争乱にふれつつ、

• 石見の西部の主要な山城を紹介していく。

• 領主としては、益田氏、三隅氏、周布氏、福屋氏、吉見氏を
主な対象とし、益田氏が中心となる。



１ 石見西部における
南北朝の内乱と山城



中世石見西部の歴史
（鎌倉時代初め）
• 源平合戦の際、石見の多くの
武士が平家方の味方をする中、
益田氏の祖・藤原兼高がいち
はやく源氏方についたとされ
る。

• これにより、藤原氏は石見の
大半に及ぶ所領と押領使（武
士の統率者）の地位を与えら
れる。

梶原景時下文案（東京大学史料編纂所所蔵「益田
家文書」１号のうち）



鎌倉時代
一族の分出と割拠

吉見氏

（赤穴氏）• 藤原氏の嫡流は、益田を本
拠とし益田氏を名乗る一方、
三隅氏、福屋氏、周布氏な
どの一族が自立した動きを
見せる。

• 彼らは同族という意識を持
ちつつも、互いに争うよう
になる。

• 承久の乱後、吉見氏も入部
してくる。

一部の家紋は「見聞諸家紋」
（国立公文書館デジタルアーカ
イブより
https://www.digital.archives.g
o.jp/das/meta/M10000000000
00051051.html）

小笠原氏

高橋氏

佐波氏

三隅氏

福屋氏

益田氏

周布氏

https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html


南北朝の内乱
石見の南朝方
• 南北朝期、石見国では南朝方が強力であった。

• 益田市高津を本拠とした高津氏は鎌倉幕府滅亡時に、高津道性
が北国「十ヶ国」の軍勢を率いて長門探題を滅ぼす。

• この功績もあって建武政権下で高津道性や高津長幸は石見守護
または守護代となる。

• 三隅兼連（信性）は石見南朝方の中心として活躍する。

• 1336年、三隅兼連率いる南朝方は「益田城」（七尾城と考えら
れる）に攻め込み、「北尾崎木戸」を打ち破る。

• このとき益田氏の主だった人々が戦死した可能性がある。



内兼茂軍忠状写（山口県文書館所蔵「閥閲録」巻121周布）



南北朝の内乱
益田兼見の登場

益田兼見像（万福寺所蔵）

• この頃から登場し始めるのが益田兼見。

• 兼見は嫡流ではなかったと考えられているが、益田
氏の中心的な存在として活躍し始める。

• 1340年から南朝方が籠る稲積城を包囲し、1341年
正月に三隅氏が兵糧を運びこもうとしたのを阻止す
る。翌2月18日、稲積城は陥落する。

• さらに同日、高津城も攻め落とす。



稲積城と高津城

高津城●

稲積城●

●七尾城



稲積城跡

稲積城跡縄張図（寺井毅氏作成
島根県教育委員会1997）

益田兼躬(兼見)軍忠状(東京大学史料編纂所所蔵「益田家文書」43号）



右：稲積城跡、正面手前：七尾城跡、左：三宅御土居跡と袴田狭所



高津城跡

高津柿本神社高津城跡とその周辺



南北朝の内乱
内乱の継続
• その後、1348年頃まで北朝
方は美濃郡（益田市）・那
賀郡（浜田市・江津市）を
転戦するが、南朝方は三隅
氏を中心に根強く抵抗する。

• 板井川城、河上城、福屋城、
小石見城、三隅城、周布城、
鳥屋尾城、都野城、丸毛城、
木束城、井野村城などで合
戦が行われる。

●板井川城

●丸毛城

●都野城

●鳥屋尾城

●井野村城

●木束城

●周布城

●小石見城

●河上城ヵ

三隅城●



南北朝の内乱
観応の擾乱
• 1350年に観応の擾乱が起
こると、石見は足利直冬の
勢力が席巻、内乱が長引く。

• 黒谷城、三隅城、豊田城、
高津城などで合戦が行われ
る。

豊田城●

黒谷城●

三隅城●

高津城●



南北朝の内乱
内乱の終焉
• 南朝方として周防・長門を
統一した大内弘世は北朝方
に転じ、1364年に益田兼見
を味方につけ、1366年に益
田兼見と供に石見国を転戦
し南朝方を下し、石見にお
ける南北朝の内乱は終焉を
迎える。

• 三隅城、青龍寺城、有福城、
福屋大石城、金木城などで
合戦が行われる。

三隅城●

●有福城

金木城●



２ 石見西部における
戦国争乱と山城



戦国時代の
石見の状況

吉見氏

（赤穴氏）

一部の家紋は「見聞諸家紋」
（国立公文書館デジタルアーカ
イブより
https://www.digital.archives.g
o.jp/das/meta/M10000000000
00051051.html）

小笠原氏

高橋氏

佐波氏

三隅氏
福屋氏

益田氏

周布氏

• 主要な領主が周辺の中小
領主を支配下におさめ、
郡規模の支配を実現して
いく。

• 一方、南北朝時代に存在
感を発揮した三隅氏は、
内紛を繰り返し、弱体化
につながる。

• 戦国時代の益田氏当主、
益田藤兼を中心に、石見
の戦国時代史を見る。

https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M1000000000000051051.html


陶晴賢（隆房）の下剋上

• 1551年、周防・長門を中心に西日本
地域に大きな勢力を誇った大内義隆
が家臣の陶晴賢らによって滅ぼされ
る（陶晴賢の下剋上）。

• この下剋上は陶晴賢単独で起こした
ものではなく、他の大内氏重臣や、
大内氏領国周辺の領主らも味方に付
けて行われたものであった。

• このとき陶晴賢に協力した有力な領
主が益田藤兼と毛利元就であった。

益田藤兼像（益田家所蔵）



陶隆房書状（益田市所蔵「周布家文書」）



益田氏と陶氏
• 益田氏と陶氏は、応仁の乱頃から
同盟関係を結んでいた。

• 益田兼堯の娘が陶弘護に嫁ぎ、そ
の後も婚姻を重ねる。

• 益田藤兼の父益田尹兼は陶隆房と
義兄弟契約を結ぶ。

陶弘護像（龍豊寺
所蔵。周南市美術
博物館寄託）

益田兼堯像（益田
市所蔵） 陶隆房契約状（東京大学史料編纂所所蔵

「益田家文書」）



益田藤兼の役割

• 益田藤兼は周布氏や福屋氏に陶晴賢へ
の協力を呼びかける役割を担っていた。

• 益田氏は石見の領主の盟主的な立場に
あった。

• 同様の役割を安芸・備後で果たしたの
が毛利元就であり、この時点で益田藤
兼と毛利元就は同じような立場であっ
た。

益田藤兼像（益田家所蔵）



周布城跡
（鳶ヶ巣城）



周布城跡
（鳶ヶ巣城）
• 周布氏の
菩提寺聖
徳寺の後
背に位置
し、周布
川と周布
の平野部
を押さえ
る。



鳶巣城跡縄張図（高屋茂男氏作成。同編『石見の山城』より）

周布城跡(鳶ヶ巣城)



吉見氏攻め

• 大内氏の実権を
握った陶晴賢は、
競合する領主の
討滅を進め、
1554年から益田
氏とともに吉見
氏を攻める。

津和野城跡（ただし石垣等は江戸時代以降のもの。https://japan-heritage-tsuwano.jp/jp-news/notice/6762/）

• 陶氏は津和野城（三本松城）を包囲するが、毛利元就が離反したた
め、吉見氏と和睦して安芸国（広島県西部）へと転戦していく。

https://japan-heritage-tsuwano.jp/jp-news/notice/6762/


津和野城跡
（三本松城）

永明寺●

●鷲原八幡宮

●陶ヶ岳

喜時雨
(喜什)

弥栄神社●

永明寺（https://www.kankou-
shimane.com/destination/20932）

鷺舞
（http://kirariiwami.blog.fc2.com/blog-
entry-31.html）

鷲原八幡宮の流鏑馬
（https://www.kankou-
shimane.com/destination/20756）

https://www.kankou-shimane.com/destination/20932
https://www.kankou-shimane.com/destination/20932


• 近世城郭とし
て上書きされ
ている。

• 中世の時点で
城郭の範囲は
ほぼ全山に及
んだと思われ
る。

• 喜什方面が表
というのはお
そらく誤り。

津和野城跡
（三本松城）



下瀬山城をめぐる攻防

• 益田氏は下瀬山城を攻撃するが、強固な
抵抗にあう。

• このときの益田氏の調略が面白い。

• 益田氏はあの手この手で降伏や寝返りを
促している。

（高屋茂男編『石見の山城』より）



下瀬山城跡



益田藤兼、三隅を攻める

• 陶氏が吉見氏と和睦したため、
益田氏は三隅氏を攻める。

• 1555年、益田氏は針藻城や鐘
尾城を攻略し、三隅の沿岸部
を支配下におさめる。

• その後も三隅氏は高城を死守
するが、1562年頃に攻略され
たと思われる。

益田藤兼像（益田家所蔵）



三隅

洞明寺山●

針藻城●

●鐘尾城

●正法寺

龍雲寺●

高城●

湊浦
高城跡からの眺望

針藻城跡からの眺望



高城跡

• 高城は南北朝時代に
北朝方が優勢になっ
ても長らく落城しな
かった。

• 戦国時代にも他の城
が攻略される中、根
強く抵抗している。

（高屋茂男編『石見の山城』より）



大井浦

益田

赤間関

須佐

三見
川島

田万川

三隅湊見島

大内氏滅亡後

福井

小川

益田氏

吉見氏

津和野

得佐
渡川

嘉年

• 厳島合戦で陶晴賢が敗死
し、毛利氏が大内氏をも
滅ぼすと、益田氏・吉見
氏は長門国阿武郡に勢力
を拡大する。

• 当初は沿岸部を益田氏、
内陸部を吉見氏が押さえ
る。



須佐磯之城合戦

• 大内氏・陶氏が滅亡したことで、益田氏は毛利氏と吉見氏に包
囲される形になる。

• 益田氏は毛利氏との和睦を進めるが、吉見氏に所領を奪われる。

• 1562年、益田氏は須佐を吉見氏により奪われる。

益田藤兼感状（益田高友家文書。山口県文書館寄託）



大井浦

益田

赤間関

須佐

三見
川島

田万川

三隅湊見島

1562年以降

• 吉見氏が長門国阿武郡の
大半を支配下におさめ、
それは毛利氏の防長両国
支配の下でも認められる。

福井

小川

益田氏

吉見氏

津和野

得佐
渡川

嘉年



境目の城
横山城
• 吉見氏への対抗上、益田氏が重視
していたのが横山城。

• 1551年に吉見氏を攻めたが撃退さ
れた益田藤兼は、横山城の守りを
固めている。

• しかし、1556年に横山城は吉見氏
が攻略する。

• その後は吉見氏の対益田氏最前線
の城となる。

吉見正頼感状写(山口県文書館所蔵「閥閲録」巻
143吉賀）

吉見頼盛書状写(山口県文書館
所蔵「閥閲録」巻148下瀬)



横山城

●横山城

田万

津和野

須佐
小川

●下瀬山城

嘉年



横山城跡縄張図

（高屋氏作成）



福屋氏の滅亡

• 福屋氏については謎が多い。

• 益田氏が毛利氏との和睦を模索していた際、吉川元春と福屋氏
が毛利元就に断らずに和睦を進め、元就に激怒されている。

• 大内氏を吉見氏と共同で攻めていたのに、吉見氏の仇敵である
益田氏との和睦を進めたため。

• 一方、毛利氏は福屋氏と関係の悪かった小笠原氏を服属させた
ことで、これにより福屋氏の離反を招いたとされる。

• 1562年、福屋氏は毛利氏により滅ぼされる。



滅亡時の福屋氏の勢力(一部推定)

小石見

本明城？

加古屋城？

松山城？

余勢城？



福屋氏？の山城
（加古屋城・松山城・本明城）

（いずれも高屋茂男編『石見の山城』より）



七尾城の構造



益田藤兼と七尾城

益田藤兼領地覚書（東京大学史料編纂所所蔵
「益田家文書」）

• 益田藤兼は毛利氏との決戦に備え
て七尾城を改修したとされる。

• また、その後半生の十年ほど七尾
城に住んでいたと考えられる。

益田藤兼像（益田家所蔵）



七尾城

七尾城想像図
（監修：千田嘉博、
画：香川元太郎）

•
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だ
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て
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る
。



高屋茂男氏作成
（高屋茂男編『石見の山城』より）

本丸北端で確認された礎石建物跡
(櫓門跡)(上)と復元想像図（下）

二の段北端の礎石建物跡と庭園跡



七尾城の
構造

七尾城跡の赤色立体地図（アジア航測株式会社、四航コンサルタント）

医光寺総門





美濃郡上本郷村道水路図(部分) 七尾城跡･住吉神社妙義寺

暁音寺前の鍵曲り

三宅御土居跡

萬福寺 染羽天石勝神社

医光寺

右田本店酒蔵



類型１

• 細長い尾根
をいくつも
の堀切で分
断したもの。

板井川城跡縄張図(岩崎健氏作成のものに加筆)(上)、
ドローン写真(ひとまろビジョン提供）(下)

小松尾城跡縄張図(寺井毅氏作成。
島根県教育委員会1997年）



類型２

丸茂城跡縄張図(寺井毅氏作成。島
根県教育委員会1997年）に加筆

•

突
出
し
た
尾
根
の
先
端
部
分

を
要
塞
化
し
た
も
の
。
背
後

を
三
重
の
堀
切
で
遮
断
す
る

場
合
が
多
い
。

叶松城跡縄張図(寺井毅氏作成。島
根県教育委員会1997年）に加筆



類型３

（いずもれ高屋茂男編『石見の山城』より）

• 周囲を取り囲む
ように畝状竪堀
群が施されたも
の。

• 戦国期に戦略上
重要な山城に作
られたか。



おわりに

• 石見は中世をそのまま閉じ込めたような地域。

• 山城だけではなく、その周辺にゆかりの寺社やその他の遺跡、
石造物などが多くのこる。

• ぜひ現地をまわってみてください。
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